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   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   38/02     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月6日(2020.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒト対象のがんを処置する方法に使用されるための抗ＣＤ４７薬であって、
　前記方法は、
　（ａ）プライミング用量が約０．５～約５ｍｇ／ｋｇである抗ＣＤ４７薬をヒト対象に
投与することであって、前記プライミング用量が、約０．０５ｍｇ／ｍｌ～約０．５ｍｇ
／ｍｌの濃度の抗ＣＤ４７薬の注入液で前記ヒト対象に投与され、前記注入液が少なくと
も２時間の期間にわたって送達される、抗ＣＤ４７薬を投与することと、
　（ｂ）治療有効用量の抗ＣＤ４７薬を前記ヒト対象に投与することであって、ステップ
（ｂ）がステップ（ａ）の開始から少なくとも約３日後である、抗ＣＤ４７薬を投与する
ことと
　を含んでおり、
　前記抗ＣＤ４７薬は、ＳＩＲＰαへのＣＤ４７の結合を低減し、
　前記抗ＣＤ４７薬は、（ｉ）抗ＣＤ４７抗体、（ｉｉ）免疫グロブリンＦｃ領域に溶け
た可溶性ＳＩＲＰαポリペプチド、及び（ｉｉｉ）免疫グロブリンＦｃ領域に溶けた高親
和性ＳＩＲＰαポリペプチドから選択される
　抗ＣＤ４７薬。
【請求項２】
　前記方法は、ステップ（ａ）の後かつステップ（ｂ）の前に、前記プライミング用量の
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投与が有効であるかを判定する判定ステップをさらに含む、請求項１に記載の抗ＣＤ４７
薬。
【請求項３】
　前記判定ステップが網状赤血球算定を実施することを含み、
　（ａ）前記網状赤血球算定がＬ当たり約１００×１０9 網状赤血球～Ｌ当たり約１００
０×１０9 網状赤血球である場合に、
　（ｂ）血中の網状赤血球のパーセンテージが約１．５％を超える場合に、または、
　（ｃ）網状赤血球指数が約２％を超える場合に、
　プライマー薬の投与が有効であったと判定される、請求項２に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項４】
　前記がんはリンパ腫である、請求項１～３のいずれか一項に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項５】
　前記抗ＣＤ４７薬がＣＤ４７に結合する抗体である、請求項１～４のいずれか一項に記
載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項６】
　前記抗ＣＤ４７薬は、免疫グロブリンＦｃ領域に溶けた可溶性ＳＩＲＰαポリペプチド
、または、免疫グロブリンＦｃ領域に溶けた高親和性ＳＩＲＰαポリペプチドである、請
求項１～４のいずれか一項に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項７】
　前記注入液が少なくとも約３時間の期間にわたって送達される、請求項１～６のいずれ
か一項に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項８】
　前記注入液が約２．５時間～約６時間の期間にわたって送達される、請求項１～６のい
ずれか一項に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項９】
　前記プライミング用量が、赤血球のＣＤ４７部位の少なくとも約５０％を飽和するよう
 に決定される、請求項１～８のいずれか一項に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項１０】
　前記プライミング用量が受容体占有率アッセイによって決定され、前記受容体占有率ア
ッセイにおいて、ある用量の標識されていない抗ＣＤ４７薬を前記ヒト対象に投与した後
に血液試料が得られ、前記血液試料が飽和用量の検出可能に標識された抗ＣＤ４７抗体と
合わせられ、結合レベルを決定する、請求項９に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項１１】
　ステップ（ｂ）の前記治療有効用量が、ある持続期間の間、１００μｇ／ｍｌを超える
抗ＣＤ４７薬の循環レベルを達成するのに十分である、請求項１～１０のいずれか一項に
記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項１２】
　前記持続期間が約１週間～約２週間である、請求項１１に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項１３】
　前記治療有効用量が約１０ｍｇ／ｋｇ～約２５ｍｇ／ｋｇである、請求項１１または１
２に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項１４】
　前記治療有効用量が約１７．５ｍｇ／ｋｇ～約２０ｍｇ／ｋｇである、請求項１１また
は１２に記載の抗ＣＤ４７薬。
【請求項１５】
　前記治療有効用量が約７日に１回～約１４日に１回投与される、請求項１１～１４のい
ずれか一項に記載の抗ＣＤ４７薬。
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